
　学校法人ノートルダム女学院では、建学の精神である「徳と知」をよりわかりやすく４つの行動で表し、ミッション・コミッ
トメントとしている。

　　「ノートルダム」はキリストの母、聖母マリアのことです。

　　「ノートルダム」を校名にいただく私たちは、「徳と知」をモットーとして、聖母マリアにならい、人としての成長を目指します。

　　　『尊　　ぶ』人と自分、物と自然の全てに敬意をもって向き合います。

　　　『対話する』心をこめて聴き、かかわりから学び、真理を探究します。

　　　『共感する』心を開き、人や時代の要請に敏感な感性を持ちます。

　　　『行動する』対話し、決断し、責任を持って人々の幸せと世界平和のために行動します。

　　神への深い信頼が聖母マリアをこのような生き方へと導きました。

　　私たちも、人間を超える大きな力に支えられている確信が持てますように。

３－⑴　ミッション・コミットメント

１．基本理念　京都ノートルダム女子大学学則　第１条・第２条
第１条　本学は、教育基本法及び学校教育法の規定に基づき、深く専門の学芸を教授研究するとともに、カトリック精神及
び日本文化の優れた伝統を体し、教養高き女性を育成して我が国文化の推進に寄与することを目的とする。
２　本学は、その目的の実現のため、教育、研究活動を通じて社会との連携を深めるとともに、社会の発展に寄与するも
のとする。

第２条　本学に人間文化学部及び現代人間学部を置く。 
⑴　人間文化学部は、言語・歴史・文学・思想・芸術・倫理・宗教など、人々の生活形成の様式と内容の総体である「文
化」という視点から、「人間」存在の意味やその営為のありさまを学際的に学び、文化の多様性を理解し、異文化に対す
る寛容な国際感覚を身につけ、幅広く社会に貢献できる人材を育成することを目的とする。
⑵　現代人間学部は、人間やその生活、社会、自然に対する総合的な理解に基づく実践的な能力を身につけた人材を養成
するため、学際的な学びを深め、専門知識の向上に相乗効果を発揮させた総合的な教育研究を行うことを目的とする。

２．建学の精神
　京都ノートルダム女子大学は、キリスト教精神による女性の教育と「徳と知（Virtus et Scientia）」を兼ね備えた女性を
育成することを建学の精神としている。
　「徳」とは、倫理観を基本に人々のために十分行き届いた行動をすること、つまり善の行為ができる人に備わるものである。
また「知」とは、社会のリーダーシップをとるに必要な高度な知識を指す。深い倫理観を身につけ、人々に対して常に配慮の
ある態度や振る舞いで接する能力を持つ人は、美徳の人として尊敬される。
　本学はこれをモットーとして、「徳と知」を備えた全人的な人間形成を目指す教育を行っている。

３－⑵　教育理念と建学の精神
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　ミッション・コミットメント、全学の学位授与方針（ディプロマポリシー）に基づき、卒業（学位授与）時に身につけてお
くべき力を設定している。
　ND６は、「３つの方針」（11頁参照）をはじめ「カリキュラム・マップ」（10頁参照）や「コースナンバー」（17頁参照）に
も示されており、履修する科目でどのような力が身につくのかを知ることができる。

キリスト教精神・女性教育  DP１ ：自分を育てる力

知識・理解  DP２ ：知識・理解力

汎用的技能  DP３ ：言語力　　　 DP４ ：思考・解決力

態度・志向性  DP５ ：共生・協働する力

統合的な学習経験と総合的思考力  DP６ ：創造・発信力

３－⑶　ND６

　「ND６」を基に、縦軸を「シーケンス」、横軸を「スコープ」として各科目を座標上の１箇所に位置づけ、科目の体系性・
連関を可視化したものが「NDカリキュラム・マップ」である。
　このマップを用いることにより、目標とする学修成果に向かう道筋を鳥瞰しながら、現在地を客観的に把握することができ
る。なお、各学科のマップは、それぞれの「授業科目の履修・登録」頁に掲載している。

３－⑷　NDカリキュラム・マップ
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　本学では以下のとおり、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）、教育課程の編成及び実施の方針（カリキュラム・ポリシー）
を定めている。また、これらの方針のもと、主体的に学び、研究を深める意欲のある入学者を受け入れるために、次のとおり
全学および各学部学科において入学者受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）を設定している。

全学共通部分（参考：学則第１条…「深く専門の学芸を教授研究」「カトリック精神及び日本文化の優れた伝統を体し、教養高き女性を育成」）

目指すべき人材像 ４年間で育てたい力
（ＮＤ６）

ディプロマポリシー
（学位授与方針）

カリキュラムポリシー
（教育課程編成・実施方針）

アドミッションポリシー
（入学者受入れ方針）

キリスト教精神に基づい
て、他者と自分を尊び、
全人的な「常識」と「良
識」を備え、自由に自分
の人生を選び取っていく
自立・自律した健康な女
性

キ
リ
ス
ト
教
精
神
・
女
性
教
育

Ｄ
Ｐ
１
．
自
分
を
育
て
る
力

キリスト教精神に基づい
て他者と自分を尊ぶ全人
的な「常識」と「良識」
を備え、自由に自分の人
生を選び取っていく自
立・自律した女性として
健康に生きていく態度を
身につけている。

共通教育科目では、キリスト教精
神に基づき全人的な「常識」と
「良識」を育てるためのベースと
なる「カトリック教育」に関する
科目を１・２年次に配置し、必修
および選択必修を合わせて５単
位以上とする。さらに、自立・自
律した女性として健康に生きて
いく態度を身につけるための「女
性」および「健康」に関する選択
科目を配置する。

（期待する能力）本学の建
学の理念であるキリスト
教精神に触れ、理解しよう
とする。他者や社会に奉仕
する中で自己の人格を高
めようとする。
（選考方法）面接、自己記
入書、書類における進路指
導・道徳教育の記録

人間やその生活、社会、
自然のすべてについての
幅広い知識と教養を身に
つけ、新たな理解を行い、
自己涵養に努める女性

知
識
・
理
解

Ｄ
Ｐ
２
．
知
識
・
理
解
力

人間やその生活、社会、
自然のすべてについての
幅広い知識と教養、それ
を基にさらに新しい事柄
を理解する力を身につけ
ている。

共通教育科目では、幅広い知識と
教養を身につけるため「人間と文
化」「生活と社会」「人間と自然」
の３領域からなる教養科目を配
置し、各領域２単位以上を選択必
修とする。
（さらなる専門的知識とその理解
力を養うため、各学部学科の専門
領域の概論等に関する科目を配
置する。）

（期待する能力）高等学校
における学習内容を基礎
として、各専門分野に資す
る知識力と理解力をもと
うとする。
（選考方法）書類、学力試
験、記述

グローバル化の時代に対
応し、外国語および日本
語で、国籍や言語の異な
る人々とも円滑にコミュ
ニケーションを行うスキ
ルや外国語を読み書きで
きる力を身につけた女性

汎
用
的
技
能

Ｄ
Ｐ
３
．
言
語
力

国籍や言語の異なる人々
と共に生きていくために
必要な、日本語および外
国語でのコミュニケー
ションスキルと読み書き
能力を身につけている。

共通教育科目では、言語コミュニ
ケーションスキルと読み書き能
力を育成するため、１年次から３
年次にかけて、英語および他の言
語についての科目を継続的に学
べるように段階的に配置する。特
に１～２年次では英語、英語以外
の言語ともに週２回授業を行い
定着を図る。
（さらに、専門性に応じた言語力
を育成するため、各学部学科の専
門教育科目を配置する。）

（期待する能力）高等学校
卒業程度の国語力をもち、
英語などの外国語で読み、
書き、聞く、話そうとする。
（選考方法）書類、資格、
学力試験、記述、面接

現代社会のさまざまな課
題に対して、知識や現象
を分析し、適切な情報処
理を行って、批判的、論
理的に思考し、問題解決
を行う力を身につけた女
性

Ｄ
Ｐ
４
．
思
考
・
解
決
力

現代社会のさまざまな課
題に対して、分析、情報
処理を行い、批判的、論
理的な思考によって解決
しようとする力を身につ
けている。

共通教育科目では、情報処理の基
礎を学ぶため１年次必修の「情報
演習Ⅰ」のほか、批判的・論理的
な思考を身につけるための選択
科目を配置する。
（現代社会のさまざまな課題を解
決するための思考力・問題解決力
を育成するため、各学部各学科の
専門教育科目を配置する。）

（期待する能力）課題につ
いて粘り強く考えようと
し、広い視野をもって、自
らの考えを評価・修正でき
る柔軟さをもとうとする。
（選考方法）面接、自己記
入書、学力試験、記述、書
類

他者に心を開き、社会で
不利な立場におかれた
人々を含む、さまざまな
人々と共生・協働する力
を身につけ、すべての人
が幸せに生きていくこと
に貢献する力を身につけ
た女性

態
度
・
志
向
性

Ｄ
Ｐ
５
．
共
生･

協
働
す
る
力

さまざまな他者と共生・
協働するために必要な力
を身につけている。

共通教育科目では、さまざまな他
者と社会の中で共生・協働するた
めに必要な力を身につけるため、
「ボランティア」に関する科目等
を配置している。
（さらに必要な知識や理論を学べ
るように、各学部共通科目や各学
科の専門教育科目に多くの科目
を配置している。）

（期待する能力）人と協力
してともに問題解決をし
ようとする意欲をもち、集
団での活動経験（部活動、
課外活動、ボランティアな
ど）を活かし、様々な学習
に能動的に参加しようと
する。
（選考方法）自己記入書、
面接、書類

総合的な学修経験を行っ
て、実践的に、他者や社
会に対して、自らの学修
成果を発信する女性。ま
た、専門知識を基盤に、
自ら立てたテーマに基づ
き研究に取り組み、学修
成果をまとめ、創造的に
発信する女性

統
合
的
な
学
習
経
験
と

総
合
的
思
考
力

Ｄ
Ｐ
６
．
創
造
・
発
信
力

総合的な学修経験を行っ
て、実践的に、他者や社
会に対して、自らの学修
成果を発信することがで
きる。
（専門知識を基盤に、自ら
立てたテーマに基づき研
究に取り組み、学修成果
をまとめ、創造的に発信
することができる。）

共通教育科目では、実践的に自ら
の学習成果を社会で活かす力を
身につけるため、「インターン
シップ」などライフキャリア形成
に関する科目を配置する。
（さらに各学部学科の専門教育科
目では、４年間の学修成果をまと
め、創造的に発信する力を育成す
る卒業研究等の科目を配置する。）

（期待する能力）自らが学
習したことを他者に明確
に説明しようとし、さらに
学習を通じて新たなアイ
ディアやものを創り出そ
うとする。
（選考方法）面接、プレゼ
ンテーション、書類、学力
試験、記述

３－⑴　ミッションコミットメント３－⑸　京都ノートルダム女子大学　３つの方針
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人間文化学部　英語英文学科

目指すべき人材像 ４年間で育てたい力
（ＮＤ６）

ディプロマポリシー
（学位授与方針）

カリキュラムポリシー
（教育課程編成・実施方針）

アドミッションポリシー
（入学者受入れ方針）

キリスト教精神に基づい
て、他者と自分を尊び、全
人的な「常識」と「良識」
を備え、自由に自分の人生
を選び取っていく自立・自
律した健康な女性

キ
リ
ス
ト
教
精
神
・
女
性
教
育

Ｄ
Ｐ
１
．
自
分
を
育
て
る
力

キリスト教精神に基づく共
感能力と幅広い教養に支え
られた女性としての自立心
を備え、国際社会における
自身の役割を獲得する力を
身につけている。

キリスト教精神に基づいた
女性としての自立心を備え
ると共に、国際社会に対応
できる力を養うための基盤
科目として、専門基礎科目
からは「英語キャリア戦略」
を、専門基幹科目からは「英
語英文学基礎演習」を１年
次に配置する。また、キリ
スト教精神に基づくホスピ
タリティを養うための専門
関連科目を１、２年次に渡
り配置する。

〔期待する能力〕英語という
言語に関心があり、同時に
英語圏の文化、歴史、社会、
コミュニケーションに幅広
く関心を持っている。
〔選考方法〕面接、自己記入
書、書類

人間やその生活、社会、自
然のすべてについての幅広
い知識と教養を身につけ、
新たな理解を行い、自己涵
養に努める女性

知
識
・
理
解

Ｄ
Ｐ
２
．
知
識
・
理
解
力

英語圏の文化、社会、言語、
コミュニケーションについ
ての幅広い知識と深い理解
を身につけ、これらを基に、
国際社会でのインタラク
ション（相互作用）能力を
涵養する素地を身につけて
いる。

英語圏の文化及び言語・コ
ミュニケーションについて
の多様な側面をバランス良
く学び、文化、社会、言語
についての幅広い知識と教
養を身につけるため、専門
基幹科目から英語圏文学、
言語、コミュニケーション
各領域概論科目を１、２年
次中心に配置する。また、
３年次履修科目である英語
英文学演習（ゼミ）に向け
ての予備知識を十分に身に
つけるため、専門講読、研
究方法論を２年次に配置
し、各専門領域における研
究のあり方を学ぶ。加えて、
英語教育関連科目を１～４
年次に渡り配置する。

〔期待する能力〕英語圏の文
化や文学に関心があり、高
校卒業程度の教科書記載内
容の知識を持っている。
〔選考方法〕書類、自己記入
書、学力試験、記述

グローバル化の時代に対応
し、外国語および日本語で、
国籍や言語の異なる人々と
も円滑にコミュニケーショ
ンを行うスキルや外国語を
読み書きできる力を身につ
けた女性

汎
用
的
技
能

Ｄ
Ｐ
３
．
言
語
力

様々な国籍と文化背景の
人々と、英語を介してイン
タラクション（相互作用）
できる言語能力を身につけ
ている。グローバル化社会
で共生するための、異文化
理解に基づいた社会的言語
能力を身につけている。

グローバル化社会に対応す
る形での、英語を媒介言語
としたコミュニケーション
力を養うため、英語圏文学、
言語、コミュニケーション
各領域における専門展開科
目の中からグローバル英語
コース関連の科目及び、コ
ミュニケーション領域にお
ける専門展開科目を２、３
年次中心に配置する。

〔期待する能力〕高校卒業程
度の英語力を持ち、読む、
書く、話す、聞く、の英語
における4分野の向上に努
めることができる。
〔選考方法〕面接、書類、学
力試験、資格

現代社会のさまざまな課題
に対して、知識や現象を分
析し、適切な情報処理を
行って、批判的、論理的に
思考し、問題解決を行う力
を身につけた女性

Ｄ
Ｐ
４
．
思
考
・
解
決
力

現代社会、特に国際社会に
おいて直面する多種多様な
情報問題、課題に対して、
適切な情報選択、批判的分
析、論理的かつ効果的な意
思決定を行う力を身につけ
ている。

現代社会における課題に論
理的思考力をもって柔軟に
対応できる力を身に付ける
ため、英語圏文学、言語、
コミュニケーション各領域
における専門展開科目を
２、３年次中心に配置する。

〔期待する能力〕英語という
言語・英語圏の文化・社会
に関するさまざまな課題に
ついて関心があり、それら
を解決・探究するための情
報収集力を一定レベル習得
している。
〔選考方法〕面接、自己記入
書、書類、学力試験、記述

他者に心を開き、社会で不
利な立場におかれた人々を
含む、さまざまな人々と共
生・協働する力を身につけ、
すべての人が幸せに生きて
いくことに貢献する力を身
につけた女性

態
度
・
志
向
性

Ｄ
Ｐ
５
．
共
生･

協
働
す
る
力

異文化間で価値観が交錯す
る国際社会で他文化の人々
と協働するにあたり、ステ
レオタイプや偏見、自己文
化中心主義といった自己傾
向を理解し、これを克服し
て、多文化コミュニティ（共
同体）形成に貢献できる力
を身につけている。

世界の国々における各文
化、社会の多様な側面を深
く学ぶとともに、自ら設定
したテーマに基づき調査、
研究する力を身につけるた
め、各領域の専門性を高め
ることを目的とした、英語
英文学演習（ゼミ）、海外留
学事前指導を中心科目とし
て２、３年次に配置する。
加えて、エアラインプログ
ラムを中心とするキャリア
教育科目を１～４年次に渡
り配置する。

〔期待する能力〕母語のみな
らず英語で他者とコミュニ
ケーションをとり、協力・
協働するよう努めることが
できる。
〔選考方法〕面接、自己記入
書、書類

総合的な学修経験を行っ
て、実践的に、他者や社会
に対して、自らの学修成果
を発信する女性。また、専
門知識を基盤に、自ら立て
たテーマに基づき研究に取
り組み、学修成果をまとめ、
創造的に発信する女性

 

統
合
的
な
学
習
経
験
と

                   

総
合
的
思
考
力

Ｄ
Ｐ
６
．
創
造
・
発
信
力

英語圏を中心とする国際社
会における文化、社会、言
語、コミュニケーションに
ついて、その背景にある仕
組みや問題を洞察すること
ができ、これを分析・解決
するための専門知識と方法
論を身につけている。また、
分析・解決策を社会やコ
ミュニティに対して貢献で
きる形で発信する力を身に
つけている。

国際社会における文化、社
会、言語、コミュニケーショ
ンの諸問題に対し、自ら設
定した問いとそれに対する
回答・提案を正しく発信で
きる力を養う。英語英文学
演習で身につけた知識を正
しく用い、問題を分析・解
決する力を身に付けるため
の最重要科目として、卒業
研究を４年次に配置する。

〔期待する能力〕英語という
言語、英語圏の文化、歴史、
社会、コミュニケーション、
教育に関して自分の意見を
持ち、何らかの媒体を用い
て、社会に発信することに
関心がある。
〔選考方法〕面接、自己記入
書、書類
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人間文化学部　人間文化学科

目指すべき人材像 ４年間で育てたい力
（ＮＤ６）

ディプロマポリシー
（学位授与方針）

カリキュラムポリシー
（教育課程編成・実施方針）

アドミッションポリシー
（入学者受入れ方針）

キリスト教精神に基づい
て、他者と自分を尊び、全
人的な「常識」と「良識」
を備え、自由に自分の人生
を選び取っていく自立・自
律した健康な女性

キ
リ
ス
ト
教
精
神
・
女
性
教
育

Ｄ
Ｐ
１
．
自
分
を
育
て
る
力

キリスト教精神に基づいて
豊かな人間性と奉仕の精神
を養い、自立・自律した女
性として社会に貢献できる
資質を身につけている。

キリスト教精神や女性の生
き方についての学びや現代
社会における豊かな人間性
と奉仕の精神について学ぶ
ことに加え、キリスト教と
哲学・音楽・ラテン語など
を関連させた専門科目を配
置する。

〔期待する能力〕世界の諸国
や日本の文化・言語につい
て学ぶ意欲があり、他者と
のコミュニケーションや社
会との関わりの中で、自己
の人格を高めることに興
味・関心があり、努力しよ
うとしている。
〔選考方法〕面接、自己記入
書、書類、記述

人間やその生活、社会、自
然のすべてについての幅広
い知識と教養を身につけ、
新たな理解を行い、自己涵
養に努める女性

知
識
・
理
解

 

Ｄ
Ｐ
２
．　

         

知
識
・
理
解
力 

「日本語日本文化」「国際文
化」の２領域にわたる基礎
知識、国際的な広い視野と
教養をもち、深く考察でき
る技能を身につけている。

専門科目として「日本語日
本文化」「国際文化」の２領
域から多彩な教養の学びと
して知識・理解に関する科
目を配置する。

〔期待する能力〕世界の諸国
や日本、およびその文化や
言語について関心を持ち、
高等学校卒業程度の教科書
記載内容の知識を持ってい
る。
〔選考方法〕書類、自己記入
書、資格、学力試験、記述、
面接

グローバル化の時代に対応
し、外国語および日本語で、
国籍や言語の異なる人々と
も円滑にコミュニケーショ
ンを行うスキルや外国語を
読み書きできる力を身につ
けた女性

汎
用
的
技
能

Ｄ
Ｐ
３
．
言
語
力

多様化、複雑化する現代社
会が抱える諸問題を人文学
的観点から対応するための
日本語および外国語でのコ
ミュニケーションスキルと
読み書き能力を身につけて
いる。

共通教育科目で学ぶ、世界
の様々な言語の学修に加
え、専門科目に書き言葉・
話し言葉の両面を使いこな
す国語力および社会人とし
て求められるプレゼンテー
ション能力を身につけられ
る関係科目を配置する。

〔期待する能力〕高等学校卒
業程度の国語力を持ち、書
き言葉、話し言葉の両面で
コミュニケーション力に磨
きをかけることに関心を
持っている。
〔選考方法〕書類、自己記入
書、資格、学力試験、記述、
面接

現代社会のさまざまな課題
に対して、知識や現象を分
析し、適切な情報処理を
行って、批判的、論理的に
思考し、問題解決を行う力
を身につけた女性

Ｄ
Ｐ
４
．
思
考
・
解
決
力

現代社会のさまざまな課題
に対して、人文学分野の情
報を収集・分析する技能と
論理的な思考力を身につけ
ている。

専門科目にウェブデザイ
ン、フィールドワークなど
「人間文化」としての思考・
解決力を身に付けるための
科目を配置する。

〔期待する能力〕世界の諸国
や日本の文化・言語に関す
るさまざまな課題について
関心があり、それらを解決・
探求するための文献調査や
情報検索の方法について、
ある程度習得している。
〔選考方法〕書類、自己記入
書、資格、学力試験、記述、
面接

他者に心を開き、社会で不
利な立場におかれた人々を
含む、さまざまな人々と共
生・協働する力を身につけ、
すべての人が幸せに生きて
いくことに貢献する力を身
につけた女性

態
度
・
志
向
性

 

Ｄ
Ｐ
５
．

      

共
生･

協
働
す
る
力

さまざまな他者と共生・協
働するために必要な書き言
葉・話し言葉の両面を使い
こなす国語力および社会人
として求められるプレゼン
テーション能力を身につけ
ている。

多様な社会の中で人々と
共生・協働するために必要
な力を学ぶため、専門科目
として「日本語コミュニ
ケーションⅠⅡⅢ」をはじ
め、各領域の専門性を高め
ることを目的としたグ
ループワークを重視する
科目を配置する。

〔期待する能力〕他者とのコ
ミュニケーション力があ
り、他者と協力・協働して、
社会への貢献を行うことが
できる。
〔選考方法〕書類、自己記入
書、記述、面接

総合的な学修経験を行っ
て、実践的に、他者や社会
に対して、自らの学修成果
を発信する女性。また、専
門知識を基盤に、自ら立て
たテーマに基づき研究に取
り組み、学修成果をまとめ、
創造的に発信する女性

 

統
合
的
な
学
習
経
験
と

                   

総
合
的
思
考
力

Ｄ
Ｐ
６
．
創
造
・
発
信
力

学習経験と専門知識を基盤
に、自ら立てたテーマに基
づき研究に取り組み新たな
価値を創造する能力、諸問
題に対して適切に判断・対
処する力を身につけている。

1年次の「基礎演習」、２年
次の「発展演習」、３年次の
「専門演習」、そして４年次
の「卒業研究」において自
らの学習の成果をまとめ、
創造的に発信する力を育成
する。

〔期待する能力〕世界の諸国
や日本の文化・言語に関連
して、ユニークな発想によ
る企画や研究・制作を行い、
出版や情報に関する技術を
用いて、社会に発信するこ
とができる、もしくは発信
することに関心がある。
〔選考方法〕書類、資格、学
力試験、記述、面接

─ 13 ─

3
．教
育
理
念
・
方
針
等

5
．人
間
文
化
学
部

4
．履
修
登
録
に
あ
た
っ
て

6
． 現
代
人
間
学
部

7
． キ
ャ
リ
ア
教
育

8
． 履
修
科
目
表

9
． 他
大
学
等
科
目
の

履
修
に
つ
い
て

10
．免
許
・
資
格

3
．教
育
理
念
・
方
針
等



現代人間学部　福祉生活デザイン学科

目指すべき人材像 ４年間で育てたい
力（ＮＤ６）

ディプロマポリシー
（学位授与方針）

カリキュラムポリシー
（教育課程編成・実施方針）

アドミッションポリシー
（入学者受入れ方針）

キリスト教精神に基
づいて、他者と自分
を尊び、全人的な「常
識」と「良識」を備
え、自由に自分の人
生を選び取っていく
自立・自律した健康
な女性

キ
リ
ス
ト
教
精
神
・
女
性
教
育

Ｄ
Ｐ
１
．
自
分
を
育
て
る
力

自
己
研
鑽

  　
　
　

へ
の
態
度

より良い生活や
地域社会の実現
に貢献するた
め、自己研鑽に
努めることがで
きる。

共通教育科目の「カトリック教育」および「女
性」「健康」に関する選択科目により、キリス
ト教精神に基づく全人的な「常識」と「良
識」、さらには自立・自律した女性として健康
に生きていく態度を身につけながら、社会に
貢献していけるよう自分の見識、能力を高め
るための意欲や学びの技術、学修への態度を
養成するため初年次教育としての「福祉生活
デザイン基礎演習Ⅰ」を１年次前期に配置す
るとともに、それを受けて現代生活の基本的
スキルや地域・企業の現場体験を通じて自己
のキャリア形成意欲高めるため、「福祉生活
デザイン基礎演習Ⅱ」（１年次後期）、「福祉生
活デザイン基礎演習Ⅲ」（２年次前期）を順次
配置する。さらに３年次に配置された「福祉
生活デザイン特論」の中で自己の描くキャリ
アを具体化させていくための知識、態度を養
成する。

〔期待する能力〕社会に貢
献できるよう自分を高め
たいと考え、自分の生活や
人生を主体的に築いてい
く意欲をもっている。
〔選考方法〕面接、自己記
入書、書類、記述

キ
ャ
リ
ア
形
成
意
欲

職業生活や家庭
生活、個人の生
活を総合的にと
らえ、ワークラ
イフバランスを
実現して充実し
た人生を築いて
いく力を身につ
けている。

人間やその生活、社
会、自然のすべてに
ついての幅広い知識
と教養を身につけ、
新たな理解を行い、
自己涵養に努める女
性

知
識
・
理
解

Ｄ
Ｐ
２
．
知
識
・
理
解
力

知
識
・
技
能
の

習
得

衣食住や家族、
福祉に関する幅
広い知識・技能
を身につけてい
る。

現代社会に福祉を前提とした生活の基本的
な知識や考え方を理解するために、衣食住、
家族、福祉に関する基礎科目５科目を1年次
に配置する。同時に基礎的知識を裏付けるた
め、福祉を含めた生活の基礎的技術や地域や
福祉、企業等の現場を体験する「福祉生活デ
ザイン基礎演習Ⅰ」「福祉生活デザイン基礎
演習Ⅱ」を配置する。そのうえでさらなる生
活や福祉の専門的知識を身につけるために
展開科目、関連科目の専門科目群を配置する。

〔期待する能力〕入学後の
就学に必要な基礎学力と
しての知識や理解力を有
するとともに、家族や個人
の暮らしに必要な衣食住、
福祉について、自ら積極的
に学び知識を身につけた
いと考えている。
〔選考方法〕学力試験、小
論文、記述、書類

課
題
認
識
と
理
解

力 家族や個人の暮
らしに潜在する
課題を理解し、
社会的対応の必
要性を認識でき
る。

グローバル化の時代
に対応し、外国語お
よび日本語で、国籍
や言語の異なる人々
とも円滑にコミュニ
ケーションを行うス
キルや外国語を読み
書きできる力を身に
つけた女性

汎
用
的
技
能

Ｄ
Ｐ
３
．
言
語
力

言
語
活
用
力

（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
）

相手の立場を考
えながら、場に
応じて適切なコ
ミュニケーショ
ンができる力を
身につけている。

共通教育において多言語に関する能力を養
いながら、社会問題に関して議論する（「福祉
生活デザイン基礎演習Ⅰ」）、特定テーマにつ
いてグループでコミュニケーションをはか
りながら協同で探究する（「福祉生活デザイ
ン基礎演習Ⅳ」）などの目的で必修科目を配
置する。

〔期待する能力〕学んだ知
識や技術を用いて、積極的
に他者と関わるというこ
とに関心がある。
〔選考方法〕面接、自己記
入書、書類、記述

専門基礎科目（１年次必修　５科目）で身に
つけた基礎的知識を基盤に、単なる知識にと
どまらず、生活とその支援をめぐる諸問題に
ついて、課題の本質を見極め解決に向けた考
え方や方策を見出させる力を養うことを目
的とした「展開科目」を衣食住、福祉の各分
野で配置する。

〔期待する能力〕生活や福
祉に関心を持ち、身につけ
た知識や技能を、生活をよ
り良くするために役立て
る力を身につけたいと
思っている。
〔選考方法〕面接、自己記
入書、書類、記述

現代社会のさまざま
な課題に対して、知
識や現象を分析し、
適切な情報処理を
行って、批判的、論
理的に思考し、問題
解決を行う力を身に
つけた女性

Ｄ
Ｐ
４
．
思
考
・
解
決
力

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・

シ
ン
キ
ン
グ

生活のあり方や
生活課題の本質
を探り、より良
い方向を見出す
力を身につけて
いる。

問
題
解
決
能
力

身につけた衣食
住や福祉の専門
的な知識と技術
を自他の生活課
題を解決するた
めに活用できる。

他者に心を開き、社
会で不利な立場にお
かれた人々を含む、
さまざまな人々と共
生・協働する力を身
につけ、すべての人
が幸せに生きていく
ことに貢献する力を
身につけた女性

態
度
・
志
向
性

Ｄ
Ｐ
５
．
共
生･

協
働
す
る
力

共
感
す
る
力

他者に共感で
き、生活困窮者
に寄り添う態度
が身についてい
る。

地域の生活や福祉の現場、企業活動の最前線
で体験し共感（「福祉生活デザイン基礎演習
Ⅲ」）したことを元に、特定テーマを立てて共
同研究、共同発表する（「福祉生活デザイン基
礎演習Ⅳ」）ため、２年次必修の基幹科目群を
配置する。それを引き継ぎ、共感、協働の場
として「展開科目」「関連科目」に生活や福祉
に関わる実習科目を配置するとともに、専門
ゼミで各専門分野に関わる課題の現状に触
れ、ゼミ単位で協働の機会をもつために３年
次に「福祉生活デザイン特論」を配置する。

〔期待する能力〕周りと協
力しながら、相手の立場に
立って物事を考えようと
努力し、行動したいと考え
ている。
〔選考方法〕面接、自己記
入書、書類、記述協

働
す
る
力

地域や福祉の現
場で他職種と協
同しながらかか
わる支援者とし
ての技術を身に
つけている。

総合的な学修経験を
行って、実践的に、
他者や社会に対し
て、自らの学修成果
を発信する女性。ま
た、専門知識を基盤
に、自ら立てたテー
マに基づき研究に取
り組み、学修成果を
まとめ、創造的に発
信する女性

　

統
合
的
な
学
習
経
験
と

　
　
　
　
　
　
　
　

総
合
的
思
考
力

Ｄ
Ｐ
６
．
創
造
・
発
信
力

情
報
収
集
・

　
　
　
　

発
信
力

自他の課題解決
のための情報収
集ができ、必要
に応じて発信や
プレゼンテー
ションができる。

情報収集、発信のための知識や技術を修得
し、さらに身につけた知識や技術を活用して
新たな提案や作品を行うために、１年次から
４年次わたり、基幹科目から専門演習・卒業
研究までの必修科目群を配置する。

〔期待する能力〕より良い
生活の創造に関わり、自分
の考えを発信したいと考
えている。
〔選考方法〕面接、自己記
入書、書類、記述

創
造
力

身につけた知識
や技術を活用
し、生活をめぐ
る新たなこと、
物を作り出して
いく力を身につ
けている。
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現代人間学部 心理学科

目指すべき人材像 ４年間で育てたい力
（ND６）

ディプロマポリシー
（学位授与方針）

カリキュラムポリシー
（教育課程編成・実施方針）

アドミッションポリシー
（入学者受入れ方針）

キリスト教精神に基づい
て、他者と自分を尊び、全
人的な「常識」と「良識」
を備え、自由に自分の人生
を選び取っていく自立・自
律した健康な女性

キ
リ
ス
ト
教
精
神
・

          

女
性
教
育

 

Ｄ
Ｐ
１
．

自
分
を
育
て
る
力

キリスト教精神に基づいて
豊かな人間性と奉仕の精神
を養い、社会の安寧と人々
の幸福の実現に貢献できる
態度を身につけている。

共通教育科目におけるキリ
スト教精神や女性の生き方
についての学びに加えて、
現代社会における豊かな人
間性と奉仕の精神について
学ぶ、現代人間文化学部共
通科目を１年次に配置する。

〔期待する能力〕豊かな人間
性、および、自己成長への
意欲と他者の理解や奉仕の
精神を備えている人。
〔選考方法〕面接、自己記入
書、書類における進路指導・
道徳教育の記録

人間やその生活、社会、自
然のすべてについての幅広
い知識と教養を身につけ、
新たな理解を行い、自己涵
養に努める女性

知
識
・
理
解

 

Ｄ
Ｐ
２
．
知
識
・
理
解
力

心理学およびその関連領域
についての基礎知識、およ
びそれを基にさらに新しい
事柄を理解する力を身につ
けている。

専門展開科目として、「基礎
心理」「生涯発達心理」「社
会・産業心理」「臨床心理・
精神医学」の４領域の知識・
理解に関する科目を、さら
に専門関連科目として、「精
神保健福祉」、「社会・ビジ
ネス」の知識・理解に関す
る科目を配置する。

〔期待する能力〕心理学およ
びその関連領域について知
識や技能を習得し、科学的
分析と深い人間理解に基づ
いて、現代社会の要請に応
じた実践的問題解決能力や
産業界で活躍できる力を身
につけたい人。
〔選考方法〕書類、学力試
験、記述

グローバル化の時代に対応
し、外国語および日本語で、
国籍や言語の異なる人々と
も円滑にコミュニケーショ
ンを行うスキルや外国語を
読み書きできる力を身につ
けた女性

汎
用
的
技
能

Ｄ
Ｐ
３
．
言
語
力

多様化、複雑化する現代社
会が抱える諸問題を心理学
的視野から解決へと導くた
めに、日本語および外国語
でのコミュニケーションス
キルと読み書き能力を身に
つけている。

共通教育科目で学ぶ、世界
の様々な言語の学修に加
え、専門基礎科目に、心理
学専門の英語と日本語の理
解・活用に関係する科目を
配置する。

〔期待する能力〕さまざまな
文化背景をもつ人々や社会
に対して、純粋な関心と偏
見なく理解する姿勢を持
ち、母語や外国語によるコ
ミュニケーションを通じた
心の理解への意欲を持って
いる人。
〔選考方法〕書類、資格、学
力試験、小論文、記述、面接

現代社会のさまざまな課題
に対して、知識や現象を分
析し、適切な情報処理を
行って、批判的、論理的に
思考し、問題解決を行う力
を身につけた女性

 

Ｄ
Ｐ
４
．

        
思
考
・
解
決
力

現代社会のさまざまな課題
に対して、人間の心と行動
に関する情報を収集・分析
する科学的技能と論理的思
考力を身につけている。

専門基礎科目に、心理学研
究法、心理統計、心理実験、
心理テストなど心理学的な
思考・解決力を身につける
ための科目を配置する。

〔期待する能力〕人間の思考
や行動、人間関係や社会構
造に興味を持ち、心理学へ
の学習意欲や問題探求心に
優れ、様々な問題や事象に
ついて論理的に考え、解決
策を追求することに熱意が
ある人。
〔選考方法〕面接、自己記入
書、学力試験、記述、書類

他者に心を開き、社会で不
利な立場におかれた人々を
含む、さまざまな人々と共
生・協働する力を身につけ、
すべての人が幸せに生きて
いくことに貢献する力を身
につけた女性

態
度
・
志
向
性

 

Ｄ
Ｐ
５
．

     

共
生･

協
働
す
る
力

一人ひとりの人間をかけが
えのない存在として尊び、
病児・者、障がい児・者を
含むさまざまな人々とコ
ミュニケーションを図り、
理解を深め、協働すること
ができる実践力を身につけ
ている。

社会で不利な立場におかれ
た人々を含むさまざまな
人々の心理を理解し、心理
カウンセリングや社会・ビ
ジネス心理の観点から、
人々との共生・協働のあり
かたについて学ぶ科目を、
専門展開科目および専門関
連科目に配置している。

〔期待する能力〕人の個別性
を理解・尊重し、ともに成
長しともに生活する姿勢を
備え、現代社会に生きる
人々が抱える心理的諸問題
の解決と支援に貢献したい
と考える人。
〔選考方法〕自己記入書、面
接、書類

総合的な学修経験を行っ
て、実践的に、他者や社会
に対して、自らの学修成果
を発信する女性。また、専
門知識を基盤に、自ら立て
たテーマに基づき研究に取
り組み、学修成果をまとめ、
創造的に発信する女性

 

統
合
的
な
学
習
経
験
と

                  

総
合
的
思
考
力

Ｄ
Ｐ
６
．
創
造
・
発
信
力

専門知識を基盤に、自ら立
てたテーマに基づき研究に
取り組み、得られた分析結
果から新たな価値を創造す
る力、および心の諸問題に
対して適切に判断し対処す
る力を身につけている。

心理カウンセリングや社
会・ビジネスのフィールド
での研修を行い、実践的に
自らの学修成果を社会活動
に位置づける科目や、心理
学の学修成果をまとめ、創
造的に発信する力を育て
る、心理学演習、卒業研究
等の科目を配置する。

〔期待する能力〕心理学の学
びを通して、現代社会にお
ける諸問題について、新た
な発想での気づきや提案を
していく意欲のある人。
〔選考方法〕面接、書類、学
力試験、記述
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現代人間学部 こども教育学科

目指すべき人材像 ４年間で育てたい力
（ND６）

ディプロマポリシー
（学位授与方針）

カリキュラムポリシー
（教育課程編成・実施方針）

アドミッションポリシー
（入学者受入れ方針）

キリスト教精神に基づい
て、他者と自分を尊び、全
人的な「常識」と「良識」
を備え、自由に自分の人生
を選び取っていく自立・自
律した健康な女性

 

キ
リ
ス
ト
教
精
神
・

                  

女
性
教
育

Ｄ
Ｐ
１
．自
分
を
育
て
る
力

キリスト教精神に基づいた
豊かな人間性と奉仕の精神
を養うとともに、教育者と
して、職業的役割を自覚し、
こどもの教育に貢献できる
態度を身につけている。

キリスト教精神や女性の生
き方についての学びや現代
社会における豊かな人間性
と奉仕の精神について学ぶ
ことに加え、学科専門科目
して「教師論」、「保育者論」
を設置する

〔期待する能力〕教育や保育
に携わる人間として、関連
する知識や技能を習得する
のみならず、良好な人間関
係を築き、また、築かせる
ことのできる人。
〔選考方法〕面接、自己記入
書、書類における進路指導・
道徳教育の記録

人間やその生活、社会、自
然のすべてについての幅広
い知識と教養を身につけ、
新たな理解を行い、自己涵
養に努める女性

知
識
・
理
解

 

Ｄ
Ｐ
２
．

     

知
識
・
理
解

力

教育や保育、およびその関
連領域についての基礎知
識、およびそれを基にさら
に新しい教育や保育に関す
る事柄を理解する力を身に
つけている。

専門基礎科目として、「こど
も教育基礎演習」、「教育原
理」、「保育原理」、「特別支
援教育基礎理論」等の教育・
保育に関する基礎的科目を
配置する。

〔期待する能力〕多くの学問
や人間と関わり、積極的に
他者を理解しようとする人。
〔選考方法〕書類、学力試
験、記述

グローバル化の時代に対応
し、外国語および日本語で、
国籍や言語の異なる人々と
も円滑にコミュニケーショ
ンを行うスキルや外国語を
読み書きできる力を身につ
けた女性

汎
用
的
技
能

Ｄ
Ｐ
３
．
言
語
力

教育や保育領域のグローバ
ル化、また、日本語を母国
語としないこどもや家庭に
対して、日本語および外国
語でのコミュニケーション
スキルと読み書き能力を身
につけている。

共通教育科目で学ぶ、多様
な言語の学修に加え、小学
校科目群に小学校英語教
育、学科共通科目群にこど
も英語教育などを配置する。

〔期待する能力〕一人ひとり
の言語力の相違に気付き、
一人ひとりの個性に応じた
対応をしようとする人。
〔選考方法〕書類、資格、学
力試験、記述、面接

現代社会のさまざまな課題
に対して、知識や現象を分
析し、適切な情報処理を
行って、批判的、論理的に
思考し、問題解決を行う力
を身につけた女性

 

Ｄ
Ｐ
４
．

   

思
考
・
解
決
力

教育や保育に関するさまざ
まな課題に対して、情報を
収集・分析する科学的技能
と論理的思考力を身につけ
ている。

各教科の指導法、また、保
育内容等の科目を設置し、
教育や保育における問題場
面において、知識・理解を
もとに、問題解決する力を
育てる。

〔期待する能力〕自分の考え
だけでなく、人の考えを聞
き、また深く考え、問題が
あっても解決しようとする
力のある人。
〔選考方法〕面接、自己記入
書、学力試験、記述、書類

他者に心を開き、社会で不
利な立場におかれた人々を
含む、さまざまな人々と共
生・協働する力を身につけ、
すべての人が幸せに生きて
いくことに貢献する力を身
につけた女性

態
度
・
志
向
性

Ｄ
Ｐ
５
．
共
生･

協
働
す
る
力

教育や保育場面で関わる全
ての人たちと、よりよいこ
どもの成長を支えるため
に、共生・協働する力を身
につけている。

教育、保育の対象であるこ
どもの中には、さまざまな
特性を持ったこどもがい
る。また、さまざまな価値
観を抱く保護者などもい
る。さらには、教育、保育
の現場では連携・協力など
も求められることから、そ
れらの人々との共生・協働
のありかたについて学ぶ科
目を配置する。

〔期待する能力〕学習活動に
参加し、共生し協働しなが
ら困難に立ち向かうことで
何かを成し遂げようとする
人。
〔選考方法〕自己記入書、面
接、書類

総合的な学修経験を行っ
て、実践的に、他者や社会
に対して、自らの学修成果
を発信する女性。また、専
門知識を基盤に、自ら立て
たテーマに基づき研究に取
り組み、学修成果をまとめ、
創造的に発信する女性

 

統
合
的
な
学
習
経
験
と

            

総
合
的
思
考
力

Ｄ
Ｐ
６
．
創
造
・
発
信
力

教育や保育に関する自らの
疑問や課題に基づき研究に
取り組み、客観的な分析を
通して、教育や保育の諸問
題について、適切に判断す
る力をみにつけている。

３年次,４年次の教育実習、
その後の、教職実践演習、
保育・教職実践演習、さら
には、卒業論文等で、自ら
の学習について成果をまと
め、創造的に発信する力を
育てる。

〔期待する能力〕様々な想像
をし、意見を交換すること
で、更に想像力を発揮でき
る人。
〔選考方法〕面接、プレゼン
テーション、書類、学力試
験、記述
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